
財務諸表に対する注記
１．重要な会計方針
（1）固定資産の減価償却の方法・・・・・定額法によっている。

（2）消費税の会計処理
　　　消費税の会計処理は、税込み方式によっている。

２．基本財産及び特定資産増加額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の財源額及びその残高は、次のとおりである。

科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 備　考
基本財産
　定期預金 11,000,000 0 0 11,000,000

小　計 11,000,000 0 0 11,000,000
特定資産
　退職給付引当資産 12,760,977 20,775 0 12,781,752
　減価償却引当資産 6,163,761 5,809 1,704,000 4,465,570

小　計 18,924,738 26,584 1,704,000 17,247,322
合　計 29,924,738 26,584 1,704,000 28,247,322

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　  基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額） （うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額） (うち普通預金からの充当額） 備　考
基本財産
　定期預金 11,000,000 (11,000,000) 0 0

小　計 11,000,000 (11,000,000) 0 0
特定資産
　退職給付引当資産 12,781,752 (7,316,177) (5,465,575)
　減価償却引当資産 4,465,570 (4,465,570)

小　計 17,247,322 （11,781,747） (5,465,575)
合　計 28,247,322 (11,000,000) （11,781,747） (5,465,575)

４．補助金等の内訳及び交付者、当期の増額及び残高
補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

委託料
実験農場等委託料 四万十市 0 15,925,800 15,925,800 0 　　　　　　　　
栗実証農園整備事業業務委託料 四万十市 0 185,249 185,249 0

　合　計 0 16,111,049 16,111,049 0 　　　　　　　　

H30年度に普通預金から
5,465,575円を退職給付
引当資産に充当

増加額：預金利息、減少
額：1,000,000円一般会計
へ取崩し、704,000円稲
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